
その他の調沓

平城宮跡発掘調査部

服部遺跡（倉吉市服部）倉吉市教育委員会が，同市服部地区のIIlil場嬢備事業にともなう

事前調盃として国庫補助金を得て実施した。1972年７～９月。‘佐藤が参加した。古戦６，住

居跡11を調脊し，古城時代前期から後期にわたる資料を得た。倉吉市教育委典会『鳥取県倉

吉市服部遺跡発掘調査報告・辿椛篇』（1973年３Ｈ）参照。

三ツ塚遺跡(兵庫県氷上郡市島町）市島町によるニケイド計iIlii初年度の調査。1972年７～９月。

二'二楽・山辺が参加した。調在地域は三ツ塚廃寺跡の東側一柵で，小規棋なﾙIl立柱建物６棟を

検出した。出土遺物は弥生式土器と奈良から､Iz安時代にかけての土器類・瓦。市脇町教育委

員会『丹波三ツ塚遺跡１－昭和47年度Ｉ淵:i'制M蝿』（1973年３月）参照。

宮代廃寺（岐阜県不破郡垂井町宮代字森下）垂井町教育委典会による発伽＃調査。1972年８月。

八賀が参加した。町迦拡張に伴うもので，燃跡の発掘と寺城の確認をおこなった。塔は瓦砿

韮塊で，一辺12ｍ四方あり，奈良時代末に建てかえがあったことが判りjした。

能登国分寺（七尾市国分町．古府町）七尾lli教育委貝会による発掘調査｡1972年９．１０月。

甲斐・黒崎・佃が参加した。３次にわたる調査の最終年度として，満堂跡の検出による伽監

配侭と''1門・南門・北面築地検出から寺域の確認をおこなった。寺域外南側で礎石建物群の

存在が注意される。七尾市教育委員会『能壷国分寺跡発掘調査報告』（1973年１月）参照。

横見廃寺(広島県豊田郡本郷町）広';&県教育委員会による第３次発掘調査｡1972年９～１１月。

松~ドが参加した。東方建物の規模を明らかにすると共に，寺域の南限を確認し得た。広島県

教育委員会『安芸横兄廃寺の調査』Ⅱ（1973年３月）参照。

尊勝寺跡（京都市左京区聖謹院円頓美町）京都国立近代美術館が尖施する発掘調査に，六勝

寺研究会と奈良国立文化財研究所が協力した。1972年12月～1973年２月。工楽・藤村・小笠

原・佃・上野が参加。寺域北西隅に近いところで，５間×２間の身舎の周囲に３垂に柱をめ

ぐらした規模の人きな礎石建物ｌ棟がりjらかになった。京都両立近代美術館『尊勝寺跡発掘

調査概報』（1973年４月）参照。

周防国喬跡（防府市東佐波令）防府市教育委員会による発掘調査｡1973年３月。沢村・宮沢

・菅原・岡本が参加した。国荷南限地域を調査し，築地痕跡・溝・朱雀路側溝を確認した。

周防圃荷跡調査会『史跡周防国術跡発掘調査概要報告苫』（1973年）参照ｏ

じようべのま遺跡（富山県下新川郡入善町）富山県教育委員会による発掘調炎。1973年３．

４月。伊東・佃・高島が参加した。前年に引き続き，平安時代末から鎌倉時代にかけての荘

園関係の建物群の発掘をおこなった。富山県教育委員会『じようべのま遺跡発掘調査概報』

（1973年３月）参照。

－５３－




